
地域密着型サービス運営推進会議の記録 

 

会議名称  ：令和１年度 第5回運営推進会議 

事業所名  ：地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 

サービス種類 ：地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 

会議開催日時 ：令和2年1月9日（木） 10時00分 ～ 11時00分 

会議開催場所 ：地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 3Ｆラウンジ 

 

≪運営推進会議出席者≫ 

入居者      0名 

地域住民の代表      １名 

知見を有する者      0名 

地域包括支援センター職員      1名 

事業者       ４名 

 

≪議 題≫ 

■ 運営推進会議構成員の紹介 

■ 令和1年11月8日～令和2年1月７日活動状況の報告 

 

≪活動状況の報告≫ 

○ 介護老人福祉施設における令和1年11月8日～令和2年1月8日 までの、利用状況・

活動内容等の報告 

  別紙（第５回運営推進会議）参照 

  事故の詳細報告 

○ 認知症対応型デイサービスにおける令和1年11月７日～令和２年1月8日 利用状

況・活動内容等の報告 

 別紙（第５回運営推進会議）参照 

※今年初めて年末年始始業をした。利用状況は、通常の利用状況とかわらなかった。 

 

≪要望、助言、意見等≫ 

林田：運営推進会議の目的の中に、事業所による「囲い込み」の防止とありますが、

これはどういう意味ですか？ 

大澤： 越谷なごみの郷で提供しているサービスの内容を公表して、利用者さん本人

やご家族自身に選択して頂くことで、利用者さんを自施設のサービスのみで回すことを

防止するということです。利用者本人、ご家族がなごみの郷を選択してくださればいい

のですが、意図的になごみの郷のみの施設利用にしないということです。 

林田：わかりました。それに関しての状況がはっきり見えない気がします。もし数字

で表せるのであれば状況を知りたいです。 

小倉：そうですね。次回から検討して報告します。 

林田：お願いします。あと事故の報告がありましたが、口頭での説明だと把握しにく

いので詳細が書かれたものがあった方がよいと思います。 

大澤：すみません。個人情報の面で載せるのを控えてしまいました。 

詳細は、是正処置報告書というもので、展開はしております。 

佐藤：是正処置報告書の名前を消して、資料として添付すれば問題ないと思います。 

大澤：わかりました。次回から添付させて頂きます。 

また、事故に関しては事故防止委員会でも検討しております。 

林田：そのメンバーはどのように選抜するのですか？ 

佐藤：各部署から、出しています。 

林田：転倒が多いようですが、大事に至っていないのが幸いですね。 

   あと、いろんな活動をされていますが 1ヶ月に1回開催する方向で進めている

のですか？ 

大澤：そうですね。3Ｆのラウンジのスペースを活かして月に1回は活動をするよう企



画していますが、なかなか今の職員の状況では難しいのですが、できる限り、前向きに

やっていこうと職員とも連携をとっています。 

1日には、近くの神社ですが、初詣に行ってきました。 

林田：いいですね。何人くらいの方が行かれたんですか？ 

大澤：最初は、全員を予定していたのですが、著変があり予定通りいかず、29名中20

名の方が行かれました。 

林田：喜ばれたでしょう？ 

大澤：いろんな場面に遭遇して、入居者さんの新たな発見も多々ありました。昔の思

い出話をすることから、身体が自然にお賽銭を出す行為をしたり、できないと思ってい

た手を合わせることができたりと驚きがありました。 

1月は鍋パーティを企画しています。材料を、入居者さんの目の前で刻んだりして一

緒に楽しもうと考えています。 

林田：食は命とも言いますからね。 

2月3日は節分ですね 

大澤：恵方巻も検討しています。昨年もやりましたので。 

企画を通して、季節感も感じてもらいたいのも目的にありますので。 

林田：楽しみが、いっぱいでいいですね。 

大澤：企画倒れにならない様、連携をとっていきます。 

 

大宮：ユニット会議の開催がされたようですが、何名参加されたのですか？ 

大澤：開催にあったって、前向きの意見がでて、1名の不参加であとは全員参加でし

た。素直な職員の意見がで、秘めた思いも聞け、良かったです。 

この状況で、思いが実行できないことに、もどかしさを感じている職員が多かったで

す。20代の職員と、40、50代の職員の参加が一つになっていました。 

林田：情報の共有は、やはりライン等を利用されているのですか？ 

大澤：そうですね。各リーダーとの連携は密にラインを活用させて頂いています。 

情報共有や、早期の対応ということでは、今年まだ入居者さんからインフルエンザが

出ていないのは、情報が共有され実践されているからかもしれません。 

林田：川柳でも、だいぶ蔓延したようですが。それは何よりです。 

 

大澤：では、時間となりましたので、これで第5回運営推進会議を終了させてい頂き

ます。次回は3月9日月曜日に開催予定となっています。 

 ご参加ありがとうございました。 

 

 

≪資料等≫ 

○ 運営報告 

○ 令和1年11月8日～令和2年1月8日までの活動報告 

 

≪次回の会議≫ 

○ 次回議題  

・令和2年1月9日～令和2年3月8日までの活動、状況報告 

・運営等についての意見交換 

・地域密着型の主旨に基づいたサービス提供ができているかを基本に、地域活動 

を含め協議していく。 

○ 次回開催月日令和 2年 3月 9日  

○ 次回開催場所 地域密着型介護老人福祉施設 越谷なごみの郷 3Ｆ研修室 

 

 

 

 

 

 


